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ガスコージェネレーションシステムは，都市ガスを燃

料として発電を行い，さらに同時に発生する排熱を利用

するシステムである．このガスコージェネレーションシ

ステムの効率を高めるためには，発電効率の向上もさる

ことながら，排熱をいかに利用するかが重要となる．

排熱を冷房利用するガス吸収冷温水機として，ジェネ

リンクがある．排熱を回収することにより，ガス消費量

を低減することができるが，従来型のジェネリンクでは，

熱源単体あたりの排熱利用割合が小さく，空調需要とガ

スコージェネレーションシステムの導入割合によって

は，余剰排熱が発生してしまうケースがあり，ガス削減

率をさらに拡大した機種に対する要望があった．このよ

うな要望を受け，筆者らは，ガス削減率を25％と従来

型に比べて大幅に増大させるとともに，ガス単独運転時

の冷房COPを大幅に向上させた排熱投入型ガス吸収冷

温水機「超省エネルギー型ジェネリンク」を開発した．

本製品の外観を図１に，主な仕様を表１に示す．

超省エネルギー型ジェネリンクは，開発時もっとも一

般的に採用されていた従来型の冷房COP（JIS基準）1.1

機と比較して，ガス単独運転時の冷房効率を32％向上

させ，ガスコージェネレーションシステムの排熱を利用

する吸収冷温水機としては最高レベルの効率となる冷房

2. 製 品 の 概 要

1. は　じ　め　に

COP（JIS基準）1.45を実現した．これにより，ガス単

独運転時のガス消費量は，従来型と比較して75％程度

となった．

さらに，従来型ジェネリンクのガス削減率が10～15％

であったものを25％まで大幅に向上させるとともに，図

２，３に示すように，部分負荷運転時には排熱を優先利

用することで，大幅なガス消費量の削減を可能とし，冷

房負荷40％以下の運転領域では排熱のみ（ガス消費量

ゼロ）で冷房運転を可能とした．これにより，省エネル

ギー性が大幅に向上した．

3.1 排熱回収量の増加
従来型ジェネリンクでは，排熱熱交換器で排熱を吸収

液の予熱に利用している．それに対し，超省エネルギー

型ジェネリンクは，図４のように排熱再生器を新規に採

用し，排熱を吸収液の再生に利用した．これにより，排

熱回収量を従来型より大幅に増大させることができると

ともに，冷房負荷40％以下の運転領域では排熱のみで

冷房運転することが可能になった．

3. 開　発　技　術
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表１ 主な仕様

項　目 仕　様
ガス削減率 25％
冷房COP（JIS基準） 1.45
排熱回収量 0.31 kW／冷房定格kW
排熱単独運転 可能

COP（JIS 基準）＝冷凍能力/｛加熱源（ガス）消費熱量（低位発熱量）＋消費電力｝
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排熱再生器には滴下液膜式構造を採用した．

これにより，排温水と吸収液の温度差が低下し

ても十分な伝熱性能を確保することが可能とな

った．また，起動特性が向上したとともに，万

が一，機器運転停止中に排温水が機器に流入し

てしまった場合でも，吸収液が過濃縮して運転

に支障をきたすようなことがなく，安全性が向

上した．

3.2 冷房COPの向上
従来型ジェネリンクに対し，蒸発器・吸収器

の伝熱性能を向上させ，蒸発・吸収性能を強化

した．また，溶液冷却吸収器と冷媒ドレン熱回

収器を設置することにより，冷却水に放熱して

いた熱量をサイクル内に取り込める構造とし

た．さらに，熱交換器の温度効率を従来型より

20％向上させるとともに，排ガス熱回収器・

空気予熱器を設置し，排ガス温度を200℃から

100℃まで下げ，ボイラー効率を向上させた．

以上により，冷房COP（JIS基準）を従来型の1.1から

1.45に大幅に向上させることができた．

ガスの科学館殿に納入された超省エネルギー型ジェネ

リンクの運転実績（2006／6～9）を図５に示す．

本機は発電出力100 kWの燃料電池から180MJ/hの高温

排熱を回収している．本機の1日の運転時間はおおむね

10時間であることから，本機が運転している時間帯は，

燃料電池の排熱をほとんどすべて回収しており，冷房負

荷によらず，排熱を優先的に利用していることがわかる．

超省エネルギー型ジェネリンクは100 RT（352 kW）～

5. お　わ　り　に

4. 運　転　実　績

800 RT（2 813 kW）の14機種をラインアップしている．

本製品の開発により，大規模なガスコージェネレーショ

ンシステムにもジェネリンクを採用することが可能とな

った．今後もさらなる省エネ性向上を目指し，環境保全

に貢献する製品の開発に取り組んでいく．

図２ 排熱回収量 図３ 排熱投入時のガス消費量
従来型ガス単独定格運転時のガス消費量を100％とする．

図４ 超省エネルギー型ジェネリンクのフロー図

図５ ガスの科学館納入機の運転実績（入熱量）
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